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 内 政  

◆フィツォ前首相の訴追（６日付スメ紙） 

５日，国立犯罪局（NAKA）は，フィツォ前首相（与党第１党「方向-社会

民主主義（Smer-SD）」党首）を，人種差別及び犯罪行為を擁護した罪で訴追

した。警察によると，フィツォ前首相は，ロマに対する人種差別的発言によっ

て最高裁判所から有罪判決を受けたマズレク元国会議員（極右政党「我々のス

ロバキア（LSNS）」所属）を擁護する発言を行っていた。 

マズレク国会議員（当時）は，ラジオ番組に出演した際に，「全てのジプシ

ーコミュニティは，反社会的団体である。政府は，国のためになることを何も

せず今後も国に貢献することのない人々のために，欧州基金を使っている」と

発言したことにより，最高裁判所より有罪判決を受け，国会議員を失職した。

これに対し，今年９月，フィツォ前首相は，最高裁の判決を尊重する旨述べつ

つ，「マズレク元議員は，全国民が思っていることを口にした。真実を主張す

る者が処刑された時，処刑された者は国民の英雄になる」と発言した。 

人種差別及び犯罪行為擁護の罪に対しては，最大で懲役２～５年の判決が出

る可能性があるが，執行猶予付判決や罰金刑が出されることもある。マズレク

元議員は，罰金１万ユーロの支払いが命じられていた。フィツォ前首相は，２

月に行われる国会総選挙で国会議員に当選する場合でも，仮に有罪判決が確定

すれば，国会議員を失職することになる。 

 

◆キスカ前大統領の訴追（７日付スメ紙） 

３日，国立犯罪局（NAKA）は，キスカ前大統領（新党「人々のために（Za 

ludi）」党首）を脱税の罪で訴追した。捜査関係者によると，キスカ氏は，２

０１３～２０１４年の大統領選挙運動の際に，自身が共同経営者を務めていた

KTAG（キスカ・トラベル・エージェンシー）社の経費から選挙資金の一部を

支払う形で脱税の罪を犯した疑いがある。 

警察は「KTAG社は，脱税行為により申請した選挙資金の税還付金を受け取

っていないが，脱税による税還付の申請自体が犯罪行為にあたる」と説明する

とともに，同社が１５万５６３３ユーロの脱税を試みた旨指摘している。キス

カ前大統領は，自身に対する訴追について，「汚い政治キャンペーンであり，

政治的脅迫である」と述べた。 

 

◆政党支持率調査結果（１３日） 

世論調査機関Focusによる１２月の政党支持率調査の結果は以下のとおり

（括弧内は支持率に基づいた議席数）。極右政党LSNSが２位につけている。連

立与党第2党SNSの支持率は過去6年間で最低であり，議席獲得に必要な5％を
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僅かに上回っているに過ぎない。 

政党 Focus 2016 年選挙 

Smer-SD（方向・社会民主主義） 19.6%(36) 28.3% 

LSNS（我々のスロバキア） 11.8%(21) 8.0% 

PS／Spolu(プログレッシブ・スロバキア

／共に) 

10.3%(19) － 

Za ludi（人々のために） 9.2%(17) － 

OLaNO（普通の人々・独立した人達）    8.0%(14) 8.6% 

Sme rodina（我々は家族） 7.0%(13) 6.6% 

SaS（自由と連帯）    5.7%(10) 12.1% 

KDH（キリスト教民主運動） 5.7%(10) 4.9% 

SNS（スロバキア国民党） 5.4%(10) 8.6% 

 

◆世論調査の「選挙モラトリアム」期間延長法の効力一時停止（１９日付スメ

紙） 

１８日，憲法裁判所は，選挙に関する世論調査の公表が禁じられる「選挙モ

ラトリアム」の期間を選挙前の１４日間から５０日間に延長する法律の合憲性

につき，同裁判所が審査する間は，同法律の効力を停止する旨決定した。これ

により，２０２０年２月国会総選挙に関しては，５０日間ではなく従来通り１

４日間の「選挙モラトリアム」が適用されることになる。 

大統領府は，チャプトヴァー大統領が署名を拒否した同法案が，スロバキア

国会で再可決されたことを受け，「憲法裁判所に対して，同法案の合憲性の調

査を提起するとともに，同法案の効力を一時的に停止させるよう要請する」と

コメントしていた。チャプトヴァー大統領は，憲法裁判所の決定に対し，「同

法律は，憲法で保障されている諸権利を侵害している。憲法裁判所の決定は，

市民の知る権利及び公平な選挙キャンペーンを守るための良いステップであ

る」と述べた。 

 

◆ジャーナリスト殺害事件の裁判開始（２０日付スメ紙） 

１９日，特別刑事裁判所において，ジャーナリスト・クツィアク氏及び婚約

者クシュニーロヴァー氏殺害事件の予備審問が行われた。裁判所は，同事件の

起訴状を受理した。予備審問には，殺人依頼等で起訴されている実業家コチネ

ル氏及びジュジョヴァー氏と，殺人罪等で起訴されているマルチェク氏（元軍

人）及びサボー氏（元警察官）の４名が出廷し，米仏独等のメディアを含む４

０名の国外記者も傍聴した。本審は１月１３日に始まる予定である。 

コチネル氏は有価証券偽造の疑いで，マルチェク氏及びサボー氏はコラーロ
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ヴォ市の実業家モルナール氏に対する強盗殺人の疑いでも，それぞれ起訴され

ている。 

 

 外 政  

◆ブラチスラバにおけるＯＳＣＥ第２６回外相理事会の開催（５～６日） 

【首相府プレスリリース（５日付）】 

５日，ペレグリニ首相は，ブラチスラバで行われた第２６回ＯＳＣＥ外相理

事会のオープニング・セッションに出席した。ペレグリニ首相は，「スロバキ

アのＯＳＣＥ議長国は，人々のための議長国として記憶されることになるだろ

う。我々は，紛争の被害者，支援を必要としている人々，ＯＳＣＥで働く職員

や外交官のために活動してきた」と述べた。 

同理事会には，４０か国の閣僚，１３か国の副大臣の他，グレミンガーＯＳ

ＣＥ事務総長，ギスラドッティル民主制度・人権事務所（ＯＤＨＩＲ）所長，

デジール・メディア自由担当代表，ザニエル少数民族高等弁務官等が出席し

た。 

【外務・欧州問題省プレスリリース（５～６日）】 

５日，ライチャーク外相は，ＯＳＣＥ外相理事会のオープン・セッションに

おいて，スロバキアの３つの優先事項（紛争予防，確実な未来，多国間主義）

に基づくＯＳＣＥ議長国としての成果を紹介した。ライチャーク外相は，「ス

ロバキアは議長国期間中，紛争による直接的な被害を受けている人々の生活環

境向上に取り組んできた。東部ウクライナ危機の解決への関与は，その一例で

ある」と述べた。 

 ライチャーク外相は５～６日にかけて，ＯＳＣＥ外相理事会に出席したラヴ

ロフ露外相，プリスタイコ・ウクライナ外相，リーカー米国務次官補代行，中

谷外務政務官等との会談を実施した。 

 

◆中谷外務政務官とパリーゼク副外相の会談（６日付外務・欧州問題省プレス

リリース） 

６日，パリーゼク副外務・欧州問題相（ＯＳＣＥ議長国担当官）は，第２６

回ＯＳＣＥ外相理事会出席のためブラチスラバを訪問した中谷外務政務官と会

談を行った。双方は，二国間関係の現状を評価するとともに，経済，教育，文

化分野及びワーキングホリデー・プログラムを通じた若者交流等に代表され

る，両国のハイレベルな協力を強調した。パリーゼク副外相は，「日本は，ス

ロバキアにとってアジアの戦略的パートナーである。そのことは，スロバキア

のＯＳＣＥ議長国期間中の日本の積極的な活動によっても示された」と述べ

た。 
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パリーゼク副外相は，「バーチャル能力訓練センター事業」への財政支援を

含むＯＳＣＥの活動に対する日本の支援に謝意を表明した。パリーゼク副外相

は，「スロバキアは，議長国終了後もＯＳＣＥの活動を支援していく。スロバ

キアは２０２０年にＯＳＣＥアジア・コンタクトグループ（ＡＣＧ）議長国を

務める」と述べた。 

双方は，２０２０年の日スロバキア交流１００周年にも言及し，両国の卓越

した協力と友好関係を象徴することになるイベントの開催について意見交換し

た。 

 

◆英国総選挙結果に対するペレグリニ首相の発言（１３日） 

１３日，ペレグリニ首相はブリュッセルで行われた欧州理事会後の記者会見

において，「英国の解散総選挙後も，ＥＵが英国との交渉において一体性を維

持することが重要である」と強調しつつ，「ブレグジットは欧州にとって良い

ニュースではない。ＥＵから離脱国が出るのは史上初めての事態である」と述

べた。 

ペレグリニ首相は，「ジョンソン英首相は，国会の過半数を大幅に上回る議

席を獲得したことにより，英国のＥＵ離脱協定を迅速に批准させることが可能

となった」と述べつつ，総選挙の結果により，スコットランド情勢が複雑にな

るとの懸念も生じている旨付言した。 

またペレグリニ首相は，「ＥＵと英国は，１１か月の移行期間の間，双方の

関係に関するあらゆる協定について交渉することになるが，多くの困難が伴う

だろう」と述べた。 

 

◆ライチャーク外相の第１４回ＡＳＥＭ会合出席（１６日） 

１６日，ライチャーク外務・欧州問題相は，マドリードで行われた第１４回

ＡＳＥＭ外相会合（ＦＭＭ１４）に出席し，効果的な多国間主義に対する支

援，国際的な分野における欧州とアジアの協力強化，気候変動対策等について

話し合った。ライチャーク外相は，持続可能な開発のためのアジェンダ２０３

０の履行に向けた欧州とアジアによる協力の必要性や，ルールに基づく開かれ

た貿易システムの重要性を強調した。またライチャーク外相は，テロ予防・対

策において，両地域が更に密接な協力を行う旨主張した。 

 

 社 会  

◆プレショウ市の高層アパートにおけるガス爆発（７日付スメ紙） 

６日午後，プレショウ市内Mukacevska通りにある１２階建て高層アパートで

ガス爆発が発生し，少なくとも５名が死亡，４０名が負傷した（９日付スメ紙
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によると８名死亡）。ガス爆発により，同アパートの６階から最上階にかけて

火災が発生したが，専門家によると，建物が倒壊する恐れはない。 

同日，ペレグリニ首相，サコヴァー内務相及びカラウスカー保健相が現場に

駆けつけた。サコヴァー内務相は，９階のシャフトでガス爆発が発生したとの

見解を示している。トゥルチャノヴァー・プレショウ市長は，「１９７４年に

９名が犠牲となったガス爆発が発生して以来，同市ではこのような悲劇は起き

ていなかった」と述べた。 

 

 経 済  

◆国会による２０２０年予算案の承認（４日付経済新聞及び５日付スメ紙） 

３日，スロバキア国会は２０２０年度国家予算を承認した。財政赤字はＧＤ

Ｐ比０．４９％となり，政府債務は同４６．８％と見込まれている。当初，政

府は均衡予算の達成を目指していたが，年金や子供手当等の社会保障分野の歳

出が増えることから，財政赤字が継続することになる。政府は２０２０年のＧ

ＤＰ成長率を２．３％，名目平均賃金を１１３９ユーロと見込んでいる。 

予算責任院（ＲＲＺ）は，政府の楽観的な見通しとは異なり，２０２０年の

財政赤字がＧＤＰ比１．８％に膨らむとの見方を示しており，１８億ユーロの

財政赤字を計上すると予測している。シュラムコＲＲＺ院長は，「政府の予算

案は，生じる可能性のあるリスクを考慮していない。歳入に関しては，（温室

効果ガスの）排出権及び政府資産の配当による収入を過大評価している。歳出

に関しては，高速道路や病院への投資額を過小評価している」と指摘した。 

 

◆ブラチスラバ市の不動産税引き上げ（１３日付経済新聞） 

１２日，ブラチスラバ市議会は，２０２０年からの不動産税増税案を可決し

た。ブブラ・ブラチスラバ市報道担当は，「不動産税引き上げを提案するのは

簡単なことではなかったが，市民に質の高いサービスを提供するためには他に

方法がなかった」とコメントした。昨年の同市の不動産税による歳入は６７０

０万ユーロであったが，２０２０年は増税により２４００万ユーロの追加歳入

を見込んでいる。 

増税額は，地区や不動産の分類によって異なっており，旧市街及びバスター

ミナル周辺が最も高い。ほとんどの街区で不動産税が２倍となり，また，個人

よりも企業の方が増税による負担が大きい。同市ノヴェー・メスト（Nove 

mesto）区の３部屋付マンションの所有者に対する増税額は年間数十ユーロで

あるが，フォルクスワーゲン（ＶＷ）自動車工場やスロヴナフト製油所のよう

な大企業に対する増税額は１００万ユーロ以上となる見通しである。企業側

は，十分な議論を行わずに不動産税引き上げを提案したブラチスラバ市を批判
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している。同市の不動産税の８０％を企業が支払っている。 

 

◆スロバキアにおける電気自動車生産の展望（１８日付スメ紙） 

スロバキア国立銀行（ＮＢＳ）は，スロバキアが２０２５年までに，人口あ

たりの電気自動車（ＥＶ）生産台数が欧州一になると予測している。２０１９

年の時点で，スロバキアで生産されている自動車の９台に１台は，代替エネル

ギーを利用する自動車である。世界的な自動車販売の落ち込みにより，２０１

９年第３四半期のスロバキアの自動車生産台数は，前年同期比で１０．３％減

少したが，ＥＶに対する需要は変化していない。 

ブラチスラバに拠点を置くフォルクスワーゲン（ＶＷ）は，２０１３年から

ＥＶの生産を開始している。ＶＷのマカヨヴァー報道担当は，「ＶＷブラチス

ラバ工場は，３モデルのＥＶを生産しているＶＷ唯一の工場である」と述べつ

つ，２０２０年以降の増産計画については言及しなかった。Automotive News 

Europe誌は，ＶＷが独エムデン工場のＥＶ生産ラインをブラチスラバ工場に移

す可能性について報じている。 

起亜自動車（ＫＩＡ）は，スロバキアでのＥＶ生産を予定していないが，２

０２０年にハイブリッド自動車の生産を拡大する予定である。ＫＩＡは，現時

点では韓国工場だけでＥＶ需要を満たすことができている旨説明している。 

プジョー・シトロエン（ＰＳＡ）のトルナバ工場は，Peugeot 208モデルの

ＥＶ生産開始のために１億ユーロ投資した。ＰＳＡは，スロバキアの他に，ス

ペインとフランスにおいてのみＥＶを生産している。 

昨年，ジャガー・ランド・ローバー（ＪＬＲ）のニトラ工場は，新型モデル

Land Rover Defenderの生産開始を発表したが，ガソリン車とディーゼル車だ

けでなく，プラグインハイブリッド車の同モデルも生産する見込みである。 

ＥＶやハイブリッド車は，オートメーション化が高度に進んだ生産ラインで

作られるため，従業員の数を削減することができるが，スロバキアの自動車メ

ーカー各社は，現時点での従業員の解雇を検討していない。ＶＷは，９月に発

効した労働組合との合意協定に，今後５年間の雇用を保障する旨盛り込んでい

る。ＫＩＡも，世界経済は停滞しつつあるが経済危機には陥ることはないとの

見解を示しており，従業員解雇の可能性に言及していない。 

 

◆銀行に対する特別税の増税（１９日付ＴＡＳＲ通信） 

１９日，チャプトヴァー大統領は，国会で可決された銀行に対する特別税の

増税法案に署名した。先月，スロバキア国会は，銀行に対する特別税の賦課を

来年以降も継続するとともに，同税の税率をバランスシートの負債額の０．

２％から０．４％に引き上げる旨承認していた。スロバキア政府は，２０２０
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年の財政赤字をＧＤＰ比０．５％以下に抑えるために，銀行に対する増税が必

要である旨説明している。 

スロバキア中央銀行（ＮＢＳ）及び欧州中央銀行（ＥＣＢ）は，銀行に対す

る特別税の賦課継続及び税率引き上げは，スロバキアの金融安定性を脅かすだ

けでなく，銀行の顧客にも負の影響を与えることになる旨警告していた。スロ

バキア銀行連盟（ＳＢＡ）は，憲法裁判所に対し，同法案の合憲性の調査を提

起する考えを示している。銀行に対する特別税の賦課は，２００９年の経済危

機を契機に導入されたものであり，来年で撤廃される予定であった。 

  （了） 



（出典：スロバキア統計局）
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